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三陸沖北部から房総沖の海溝寄りの地震について 

2011.9.12 地震本部事務局 

 

 

三陸沖北部から房総沖の海溝寄りの領域では、過去にマグニチュード（Ｍ）８クラスの地震

が複数発生しています。このうち、太平洋プレートと北米プレートとの境界で発生し、揺れ（地

震動）は小さくても非常に大きな津波を引き起こす「津波地震」の例としては、１６１１年の

地震（Ｍ８．１）、１６７７年の地震（Ｍ８．０）、１８９６年の（明治）三陸地震津波（Ｍ

８．２）が知られています。他方、太平洋プレートの内部で発生し、津波だけでなく強い揺れ

も伴う「正断層型地震」の例としては、１９３３年の三陸地震（Ｍ８．１）が知られています。 

 

この領域では、２０１１年東北地方太平洋沖地震の発生に伴い、余震や誘発地震が発生する

可能性があり、注意が必要です。津波については、地震本部による評価は今後の課題ですが、

上記のように、過去に発生した地震の際には非常に大きな津波が発生しています。揺れ（地震

動）については、既に、全国地震動予測地図のうち確率論的地震動予測地図の計算の中で、他

の多種・多数の地震と共に震源断層モデルが設定され地震動が計算されていますが、想定され

る個々の震源断層モデルとそれぞれの震度分布およびその不確実性・多様性の理解の一助のた

めに、以下のページに、簡便法による個々の予測震度分布を示します。 

 

これらの情報に基づいて注意すべき主な点は、次の通りです。 

  ・マグニチュード８クラスの巨大地震になる可能性がある 

  ・揺れ（地震動）は小さくても非常に大きな津波に襲われる危険性がある 

  ・正断層型地震の場合は震源域に近い一部地域で非常に強い揺れになる可能性もある 

  ・震源断層とそれによる津波・地震動の分布は多様なので広域での備えが必要である 

 

参考： 

http://www.jishin.go.jp/main/yosokuchizu/tohoku/tohoku.htm 

http://www.jishin.go.jp/main/yosokuchizu/kaiko/k03_sanrikuoki_bosooki.htm 
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三陸沖北部から房総沖の海溝寄りの
プレート内大地震（正断層型） 

三陸沖北部から房総沖の海溝寄りの
プレート間大地震（津波地震） 

※ 震源断層モデルはいずれも確率論的地震動予測地図で用いられているモデルである。 
※ 震源断層は不確定なので、位置の異なる複数のモデルを例示して震度分布を計算する。
 
出典： 
全国地震動予測地図 － 地図を見て 私の街の 揺れを知る － 技術報告書， 
地震調査研究推進本部地震調査委員会，2009.12 

図１ 三陸沖北部から房総沖の海溝寄りの地震の震源断層モデル 
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図２ 三陸沖北部から房総沖の海溝寄りのプレート間大地震（Ｍt８．２，津波地震）の簡便法予測震度分布

震度５弱： 
一部のケースの茨城県南東部～千葉県北東部
（銚子付近）の限られた地域 
震度４： 
一部沿岸低地 
震度３以下： 
その他大半の地域 

※ 強震動は大きくなくても津波が大きくなる
津波地震を考えて簡便法計算上のパラメータを
Ｍｗ６．８に設定して求めた震度分布 
※ 震源断層は不確定なので位置の異なる複数
のモデルを例示して震度分布を計算し例示した 
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※ 仮に強震動も津波も発生させる一般的な巨
大地震となった場合を考えて簡便法計算上のパ
ラメータをＭｗ８．２に設定して求めた震度分布
※ 震源断層は不確定なので位置の異なる複数
のモデルを例示して震度分布を計算し例示した 

図３ 三陸沖北部から房総沖の海溝寄りのプレート間大地震（Ｍt８．２）の簡便法予測震度分布 

震度６弱： 
一部のケースの茨城県南東部～千葉県北東部の
限られた地域 
震度５強： 
一部のケースの茨城県南東部～千葉県北東部，
埼玉県～東京都～神奈川県の東部低地 
震度５弱以下： 
その他大半の地域 
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図４ 三陸沖北部から房総沖の海溝寄りのプレート内大地震（正断層型，Ｍｗ８．２）の簡便法予測震度分布

震度６強： 
一部のケースの銚子付近の限られた地域 
震度６弱： 
一部のケースの福島県太平洋岸～茨城県南東部～千葉県北東
部の地域，東京湾岸，埼玉県～東京都～神奈川県の東部低地 
震度５強： 
仙台平野・関東平野・ほか一部太平洋岸 
震度５弱以下： 
その他の地域 

※ 同じ規模・距離でもプレート間地震に比べて強震動が大き
くなるプレート内地震の距離減衰式を用いて計算されている 
※ 震源断層は不確定なので位置の異なる複数のモデルを例
示して震度分布を計算し例示した 


